






近年,技術進歩の著しい発展に伴って,多岐におよぶ高等教育が要求され,ますます高学歴

化の傾向が認められる。1986 年に制定された男女雇用機会均等法も,社会への女性進出を

促進した一因と考えられる。また,若い女性においては,結婚にとらわれず独身を謳歌する

というニューシングル志向も晩婚化の要因と推測される。高学歴化と女子雇用人口の増加,

また栄養状況の改善,平均寿命の延長による妊孕期間の延長,医療技術の進歩による挙児希

望婦人の増加などに伴い,現在においては,高年妊娠,高年出産が一層増加する傾向にある

と言える。妊娠・分娩の理想的な時期は 20 代であろうが,器質的にも機能的にもより老化

現象が進行した時期に,妊娠する婦人が多くなりつつある現状,20 代妊産婦に比較してそ

のリスクファクターを明らかにし,適切なケアーが重要である。ここでは高齢妊婦の

postconceptiona1 なリスクを文献的に検討し,この管理指針作製のための参考資料とする

ことを目的とする。 
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